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成技法受講についての必要 な 予 備 知 識 パソコンの
初歩的操作評 価 の
方 法 巨 ポー トテ キ ス ト テキス は使用 しない○毎回レジ




























する姿勢が,これまでにも増 して切実になっている○この点についても,オンライン.デー夕べ-スを実際に試 しな ら技術的な方法を習得すると同時に,現時点で
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だいている｡ やはり,海外サイ ト (インター
ネット上)のリソースは,そのアドレスを知っ
ていることで目的の関連資料を見つける時間が,
かなり短縮できると思う｡ 授業の改善点として
思いつくのは,紹介いただいたリソースは,経
済学のある程度限られた分野のリソースだと思
われるので,今後は毎回,分野を限定してその
リソースを紹介していただければさらにありが
たい｡例えば,私なら医療やファイナンスに対
してのリソースをもっと知りたい｡もちろん,
専門分野になるほど,榎田先生が知り得る範囲
だけでは紹介が困難な場合もあろうかと思うの
で,その分野の講師,TeachingAssistant,悼
士課程の学生などに来てもらい,日頃の研究で
活用しているデータソースやその所在,データ
入手方法などを紹介してもらえれば,学生が経
済学の資料類の所在を広く把握でき,将来的に
も役立つと思われた｡｣(大学院生 ･M l)
(---は省略を示す)0
他にも,この授業に参加した大学院生,学生
からたくさんの感想 ･意見を頂戴している｡ こ
こでは一部しか紹介できなかったが,これらの
意見を肝に銘じて,この授業をさらに充実させ
るため努力を重ねたい｡
